
◆2019年度に全国の小中高校などで認知されたいじめが
61万2496件と過去最多を更新し、6年連続で増えました。

◆いじめの認知件数は前年度に比べ、12.6%（6万8563件）
増えました。増加幅が最も大きかったのは、小学校の13.8%
（5万8701件）増で、中学校は9%、高校は3.6%それぞれ増
えました。認知したいじめのうち、83.2%が19年度中に解消。
いじめの認知件数が増加している理由について、文科省の担
当者は「学校は初期段階の対応を強化するため、以
前なら見過ごされていたいじめを積極的に把握する
ようになった」と分析しています。

◆このうち命の危険や不登校につながった疑いのあ
る「重大事態」は前年度から121件増の723件。いじめ防止
対策推進法施行後の13年度に集計を始めて以来、最も多い
結果になっています。

◆内容別（複数回答）では、からかいや悪口などが61.9%で最多でした。インターネットやSNS（交流サイ
ト）による誹謗・中傷は1万7924件で、5年前と比べて2.3倍に増えました。小学校では前年度から1002
件増えて5608件確認されました。

スマホやインターネットのトラブルは想像以上に深刻化しています。本校も、５・６年生対象に、「スマホ・ケ
ータイ安全教室」を専門機関にお願いし実施したり、フォートナイト等のオンラインゲームの扱いについての
文書を配布したりしています。改めて、小学校の早い段階で、情報モラル等の指導が必要であると感じてい
ます。来年度は、保護者の皆さんも参加していただ
き、スマホ・ケータイ安全教室を実施したいと考えて
いますので、ご参加をお願いします。

右記は、山口県のいじめの認知数の経年変化
ですが、全国の傾向と一致しています。いじめは、
人として決して許されないものです。本校では、「い
じめ防止基本方針」（HPで公開）を策定し、いじめ
の未然防止、早期発見、早期対応を進めています。
集団で生活をするなかで、人間関係による様々な
問題が発生することがあります。それを、いじめの問 山口県の認知数（中国新聞より）
題とならないようにするため、 お互いを認め合い、学び合いができる、あたたかい人間関係を築けるように
取り組んでいかなければなりません。お互いを知り合う活動、違いを認め合う活動を進め、理解し合うように
していきたいと思います。未然防止からはじまり、早期発見、早期対応をするため、組織的な対応に心がけ
ています。そのため、全学年で、アンケート調査を毎週行っています。問題については、全職員で共有し必要
であれば、外部の専門家も含めた組織で対応ができるように取り組んでいます。また、心理職の専門家で

あるスクールカウンセラーと連携し、授業観察をしていただいたり、授業を行ったり
していただいています。また、児童との個別の教育相談も行っていただくなど、問
題行動の予防的な取組や、問題へ早期対応ができるようにしています。これから
は、多様性を受け入れていく時代になります。他の人との違いを認めながら、自分
らしさを発揮していく力を子どもたちに身につけさせ、いじめのない学校づくりに
全職員で取り組んでいきます。ご支援ご協力をお願いします。

１１月の生活目標 ；友達の気持ちを考えて行動しよう（思いやり）

令和２年１１月号



1 火 委員会⑦　スクールカウンセラー来校 1・2年14：05　3年14：50　4～6年15：40

２ 水 持久走大会予備日 全14：30

３ 木 1年14：30　2～5年15：20

４ 金 1～3年14：30　4～6年15：20

５ 土

６ 日

７ 月 1・2年14：30　3～6年15：20

８ 火 クラブ⑦　スクールカウンセラー来校 1・2年14：05　3年14：50　4～6年15：40

９ 水 全14：30

１０ 木 車海老給食　集金日 1年14：30　2～6年15：20

１１ 金 1～3年14：30　4～6年15：20

１２ 土

１３ 日

１４ 月 1・2年14：30　3～6年15：20

１５ 火 クラブ⑦ 1・2年14：05　3年14：50　4～6年15：40

１６ 水 全14：30

１７ 木 1年14：30　2～6年15：20

１８ 金 地区児童会② 1～3年14：30　4～6年15：20

１９ 土

２０ 日

２１ 月 1・2年14：30　3～6年15：20

２２ 火 個人懇談会Ⅰ 全13:00

２３ 水 個人懇談会Ⅱ 全13:00

２４ 木 終業式 全13:00

２５ 金

２６ 土

２７ 日

２８ 月

２９ 火

３０ 水

３１ 木

日 曜 校内行事 下校時刻

上関小トピックス

昔の遊び

太鼓発表

（かみのせき苑）

子ども達は、保護者や地域の方々に支えられて、多くの

学ぶ場を経験し、ふるさとを愛し、大切にしていこうとす

る気持ちが育っています。

今後とも本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいた

します。


